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 1. はじめに

情報の獲得手段が多様化し，誰もが情報の
発信者になりうる今日，若年層を中心にスマー
トフォンの利用時間が長くなる一方で，テレビ
の利用時間は短くなる傾向にある1）。レガシー
メディアとも形容されるテレビ局や新聞社などの
大手メディアもデバイスの多様化に対応すべく，
公式ウェブサイトや公式アプリについて機能や
コンテンツを充実させ，テレビ離れ，新聞離れ
を食い止めようとしている。だが，情報通信環
境の激変は情報の氾濫を招き，マスメディアの
存在意義や真価がこれまでになく厳しく問われ
る事態となっている。

報道ディレクターとして働いてきた筆者には，
この現実を実感する出来事があった。それは
在籍していた首都圏局で，2021年8 ～ 10月に
かけて新型コロナウイルス対策の「小学校休業

等対応助成金」制度の課題を指摘する報道に
関わったことであった。

この報道に筆者が最も触れてほしいと考えて
いたのは，コロナ禍に翻弄される共働き子育て
世帯の親，とりわけ母親たちである。ローカル
ニュース（18時台），全国放送の情報番組（17
時台），全国放送のラジオ番組（19時台）の解
説コーナーで取り上げたほか，NHK首都圏局
のウェブサイトに2本の特集記事を掲載し，多
くの人に認知してもらうべく努めた。

たしかな情報を公共の電波にのせて，あま
ねく全国の視聴者に届けることは公共メディア
NHKの使命である。筆者が取材した支援制
度の報道も，公共の電波にのってあまねく発信
された。また，昨今NHKが強化している公式
ウェブサイトでのデジタル発信にも取り組んだ。
だが，最もこの報道に触れてほしいと願ってい
たワーキングマザーたちに，どこまで情報が届

“コロナ特別休暇”制度の報道は
子育て世帯に届いたのか？
〜「共働き子育て世帯のメディア接触調査」の結果から〜

メディア研究部		熊谷百合子　

必要な情報をあまねく届けることは，放送メディアの使命であるが，ソーシャルメディアの台頭により情報発信・
獲得の手段が多様化し，若い世代を中心にテレビ離れ，ニュース離れは深刻さを増している。その背景には，必
要な情報を，必要とする人に届ける役割を果たせていないマスメディア自身の課題もあるのではないか。こうした問
題意識から，コロナ禍に運用が開始された，仕事と育児を両立する親を対象とする支援制度の課題を伝えた報道が，
どこまで当事者に伝わり，制度の利用につながったのかを検証するとともに，主に未就学児を育てる働く親のメディ
ア接触の実態を可視化するためにインターネット調査を実施した。

調査の結果からは，ふだんニュースを確認する手段としてテレビのニーズが確認された一方で，家事・育児の多
忙や，子にチャンネル権が優先されることなどを理由に，親自身がテレビニュースを見る機会が減少するケースが多
いことが認められた。また，支援制度を知った経緯として，テレビは一定程度貢献をしているものの，制度を利用
する行動変容を促すまでの役割は果たせていない。必要な情報を必要とする人に届けるためには，報道手法その
ものを見直す必要があると考えられる。
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いたのか，筆者は確固たる手ごたえを得られな
かった。報道後も制度の利用が広がらなかった
ためである。そもそも，仕事と育児に忙しい母
親たちは，17時の情報番組の放送時間帯や，
ローカルニュースの放送が始まる18時に帰宅し
ていないこともあるだろう。仮に帰宅していた
として，テレビを見ているだろうか。テレビをつ
けていた場合，子どもたちも一緒に見るテレビ
画面に映るのはニュース番組なのだろうか。ま
た，デジタル強化の一環でウェブサイトに掲載
した特集記事が，それぞれの都合のよい時間
帯に読めるコンテンツだとしても，母親たちは目
を通すことができただろうか。

そこで，共働き子育て世帯のメディア接触の
実態と，テレビメディアに対する意識を可視化
するため，NHK放送文化研究所（以下，文研）
は，全国の共働き子育て世帯を対象に，イン
ターネット上で定量調査を実施した。文研はこ
れまでにも「幼児視聴率調査」「国民生活時間
調査 」「メディア利用の生活時間調査 」「全国
放送サービス接触動向調査」など，メディア利
用に関する各種世論調査を実施してきた。しか
し，共働き子育て世帯に対象を限定し，「子」
ではなく「親」のメディア接触の動向に特化して
調査した事例は過去になかった。幼児や小学生
を育てる世帯では，チャンネル権を子どもに奪
われてしまうことも多い。中でも共働き世帯は，
仕事と育児の両立に追われる日々の生活におい
て，自分のために自由に使える時間，いわゆる
可処分時間がどの属性にもまして少ない可能性
がある2）。そのような共働き子育て世帯の親が，
日常生活でどのようにニュースや育児に関する情
報を入手しているのかを確認し，必要な情報を
届けるための手段を探りたいと考え，本稿を執
筆した。構成は次のとおりである。

1. はじめに

2. 「小学校休業等対応助成金」を
 めぐる報道

3. 調査概要

4. ワーキングマザーの実態と
 “コロナ特別休暇”制度の認知

5. 共働き子育て世帯のメディア利用の実態

6. 考察

7. おわりに

この論考では，働く母親たちの情報の入手
経路を検証し，報道をどのように届けることが
できるのか，その課題を整理する。また，共働
き子育て世帯の視聴者がテレビ報道にどのよう
な意見や要望を持っているかを明らかにし，信
頼を取り戻すために何ができるか，提示したい。

 2. 「小学校休業等対応助成金」を
めぐる報道

調査の結果を確認する前に，今回の調査の
発端となった「小学校休業等対応助成金」の
課題を伝えた報道について振り返る。

この助成金は，2020年2月，新型コロナウイ
ルスの急速な拡大に伴い政府の要請で始まっ
た全国一斉の臨時休校を受けて厚労省が設け
たもので，労働基準法に基づく年次有給休暇
とは別に，“コロナ特別休暇”を付与するという
制度である。子どもや保育スタッフなどにPCR
検査の陽性者が発生した場合の臨時休園や臨
時休校，学級閉鎖などに対応するために仕事
を休んだ保護者に対して，賃金の全額を支払っ
た企業には1人1日あたり1万5,000円を上限
に助成金が支給されるという内容だった 3）。雇
用形態も正規・非正規を問わずに利用できる
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制度設計で，1,719 億円の予算が計上された。
企業にとっては子育て世帯の雇用を維持しやす
く，働く親たちにとっても，仕事を休んでも収
入への影響を心配せずに，子どもの世話がで
きる内容となっていた。

筆者が取材を始めたのは2021年8月，新型
コロナウイルス感染症の世界的なパンデミック
の影響で延期された東京オリンピックの開催中
のことだ。第5波の感染急拡大で，コロナワク
チンの接種対象外となった低年齢の子どもたち
への感染が，それまでに類を見ない深刻な時
期であった。首都圏を中心に保育施設の臨時
休園が相次ぎ，厚労省の報道発表では，公表
されるたびに休園施設数の最多を更新してい
た4）。だが，頼みの綱の“コロナ特別休暇”は
利用できなかった。この当時，「小学校休業等
対応助成金」は2021年3月までの運用とされ，
2021年4月からは，支援額も支援内容も乏しい

「両立支援等助成金」という別の制度に切り替
わっていたためである。SNSでは，感染拡大
で繰り返される臨時休園に，年次有給休暇を
取り崩して対応しなければならないことを疑問
視する声があふれていた。

筆者の同僚や友人からも保育園が休園して
出勤できない状態だという声がたびたび聞かれ
るようになっていた。筆者自身も2人の未就学
児を育てる母親として，他

ひ と

人事ではなかった。
第5波のピークアウトが見えない中，日々の仕事
を続けるうえで欠かせない保育園が，いつ利用
できなくなってもおかしくない不安と隣り合わせ
の日々で，“平和の祭典”の熱気に酔いしれる
余裕はなかった。

臨時休園の期間は，長い場合には2週間以
上に及ぶケースもあった。利用者が100人以
上の大規模園などでは休園が1度では終わら

ずに2度，3度と繰り返された。突然の休園に
翻弄される親からは「小学校休業等対応助成
金」を復活させてほしいという声が上がってい
た。こうした切実な状況を伝えるために報道し
たのが，2021年8月25日に「NHK首都圏ナビ」
に掲載した「コロナで保育園休園“有給なくな
る”親たちの悲鳴」5）という記事である。首都
圏の小・中学校の多くで9月から夏休み明けの
授業が始まる前に，なんとか事態を打開したい
という問題提起の意味を込めた。「Webリポー
ト」掲載の翌日，夕方6時台のローカルニュー
ス『首都圏ネットワーク』でも記事の内容につ
いて詳しく解説した。

同様の問題提起はNHKだけでなく民放や
新聞各社も報じ（図1）6），9月30日，厚労省
は「小学校休業等対応助成金」の申請受け付
けを再開する。だが，これで一件落着とはなら
なかった。この制度を申請する主体は，保護者

（雇用者）ではなく企業（事業者）である。制度
を導入しない企業に勤務する親たちは，職場
を通じて“コロナ特別休暇”を申請できないの
だ。この場合は，個人で申請するという選択肢

「NHK 首都圏ナビ」に掲載した「Web リポート」の記事
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もあるのだが，手続きの過程で職場との軋
あつれき

轢
を生みやすい仕組みで，当事者からは使いにく
いという声が上がっていた。また，大企業の正
社員は，個人申請の適用除外とされている。こ
れらは個人申請が始まった当初から指摘されて
きた課題だが，改善されないまま制度は再開さ
れてしまったのである。

翌週の10月6日，制度の運用再開を手放し
では歓迎できないポイントをまとめて，改めて
NHK首都圏局のウェブサイトに特集記事 7）を掲
載した。個人申請をする際に，職場との対立を
避けるためのポイントをまとめたほか，労働相
談窓口も紹介した。

しかし現在も，制度の利用は限定的である。
2022年12月23日時点での支給決定件数は累
計で42万2,715件で，支給されたのは928億円
余りにとどまっている。「小学校休業等対応助
成金」に計上された予算額は1,719億円なので

予算額の5割をかろうじて超えた計算になる8）。
予算執行額が低調であることの最大の要因は，
この制度が立法化されないまま，場当たり的に
運用されてしまったことにあると有識者も指摘し
ており，そのことは特集記事でも触れた。

NHK 首都圏ナビ「Web リポート」に掲載した記事

図 1　「小学校休業等対応助成金」に関連した報道各社の報道実績と国内の感染者数
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デルタ株
第5波

オミクロン株
第6波8/26 NHK 総合（『首都圏ネットワーク』）「新型コロナで保育園が休園に　“有給なくなる”親たちの声」

8/26 朝日新聞朝刊「保護者休業助成，企業経由が不評　緊急事態拡大，夏休み延長の自治体も」
8/30 テレビ東京（『ワールドビジネスサテライト』）「新型コロナウイルス感染拡大・新学期前・増える
 子どもの感染」
8/30  朝日新聞朝刊「子の預け先ない　母，入院やめ自宅療養　陽性判明」
9/1 朝日新聞朝刊「休校時の助成金，個人申請可能に　家計支援へ見直し　厚労省方針」
9/1 日本経済新聞朝刊「休校時支援，個人申請も対応，保護者向け，官房長官」
9/2 朝日新聞夕刊「国の助成金，上がったハードル　コロナで休校・休園，保護者も仕事休みに
 ─昨年度の制度，復活求める声」
9/2 日本経済新聞朝刊「保育園の休園対策急務，2カ月で11倍，デルタ型猛威で，働く親の支援途上」
9/4 朝日新聞朝刊「保護者へのコロナ支援訴え」
9/7 読売新聞夕刊「コロナ助成金　保護者に『直接支給』復活　厚労省　子供の学校休校，欠勤で」
9/7 テレビ東京（『ワールドビジネスサテライト』）「厚生労働省・『小学校休業等対応助成金』を再開」
9/8 朝日新聞朝刊「休校時の保護者助成，復活　個人で申請可，8月以降対象」
9/8 毎日新聞朝刊「新型コロナ：厚労省，コロナ休校助成再開　個人申請可能に」
9/8 読売新聞朝刊「保護者へ休校助成　再開　厚労省，個人の直接申請も」
9/8 日本経済新聞朝刊「小中臨時休校，全国の1割超，夏休み明け−休校支援金再開，厚労相，
 保護者向け」
9/8 NHK 総合（『ニュースシブ5時』）「〈キニナル！〉相次ぐ保育園休園・有給がなくなる！」
9/8 テレビ朝日（『スーパー Jチャンネル』）「新型コロナウイルス・子どもの感染増加・追い詰められる
 “働く親たち”」
9/9 日本テレビ（『ZIP!』）「厚労省が小学校休業等対応助成金・支援金制度を再開」
9/9 テレビ朝日（『グッド！モーニング』）「新型コロナウイルス・保育園の休園が急増」
9/16 朝日新聞朝刊「子育て世帯支援を要請」
9/29 朝日新聞朝刊「休校助成金，あすから受け付け」

（※グラフは NHKまとめ）

（「日経テレコン」検索結果から作成）
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他方で，なお課題が残ることを指摘し，状況
を改善するために報道が果たすべき役割は大
きかったのではないかと筆者は考えている。制
度の運用が再開しても共働き子育て世帯の親
が制度を使わない，あるいは使えないのであれ
ば，その報道は十分な意義を果たせたとは言
えないからだ。

こうした問題意識から，筆者は，共働き子育
て世帯を対象とした定量調査を実施することに
した。目的は，メディア接触の実態を可視化す
ること，そして，効果的に必要な情報を届ける
方法を探ることである。本稿では，2022年8
月に実施したインターネット調査から，仕事と育
児を両立する親が，ふだんどのようにテレビ報
道に接触しているのか，もしくは接触していな
いのか，実態を明らかにする。そして，「小学
校休業等対応助成金」制度が，どの程度認知
され，利用されたかについて調査・分析して明
らかにする。

 3. 調査概要

調査対象者の年齢は20 ～ 40代の共働き子
育て世帯とした。「小学校休業等対応助成金」
は，幼稚園や認定こども園，保育所に通う未
就学児，小学生のほか，障害がある子どもにつ
いては，中学校，高校，各種学校に通う場合
も適用対象となる。今回は子どもだけで留守番
させることが困難であると想定される0 ～ 7歳
の子どもを育てる親に対象を絞った。また，新
型コロナによる休園や休校の際，親だけで対応
しなければならないような，「小学校休業等対
応助成金」制度の利用を検討する必要性のある
対象者に限定するため，スクリーニング調査の
段階で，新型コロナウイルスの高齢者への感染

リスクを考慮，あるいは実家が遠方であること
など，親族の日常的なサポートを受けられない
保護者を選定した。

なお，本調査の主たる対象者は共働き子育て
世帯のうちの「母親」である。総務省やOECD
の各種調査からも明らかなように，無償ケア労
働時間と称される家事・育児時間の男女間の負
担割合は，日本では極端に女性に偏っている9）。
そのため，コロナ禍の家庭内ケア労働で，より
翻弄されたであろう母親たちを調査の主たる対
象とすることにした。

日本の男性の家事・育児時間が国際比較で
見た場合でも極端に短い背景には，旧来から
の日本固有の課題である長時間労働のほか，
子育て世帯の大半が夫婦共働きであるにもかか
わらず，職場や周囲の理解が「夫は仕事，妻は
家庭」といったジェンダー規範に起因するアン
コンシャス・バイアス（無意識の偏見）にとらわ
れていることも原因として挙げられる10）。夫婦
がともにフルタイムで働いている家庭でも，妻が

“ワンオペ育児”に疲弊してしまうのは，職場
の上司や同僚などが，母親のワークライフバラ
ンスには配慮をしても，父親のそれには配慮し
ないためであると考えられる。こうした状況は，

「新・性別役割分業」とも言われ，「男は仕事，
女は仕事と家事育児」で女性の負担感はより増
えた実態を示している11）。

母親に着目した調査とするのは，男女間の格
差が大きな社会環境のもとで，家庭内ケア労働
の負担をより多く負っている母親の情報への接
触手段を可視化することが，母親，ひいては女
性をエンパワーメントするための報道のあり方を
検討するうえで欠かせないものと考えてのことで
あり，ジェンダー規範を強化することが目的で
はない。なお本調査では，子育て世帯の父親，
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子どものいない女性も比較対象としてサンプル
を収集した。

調査の概要は次のとおりである12）。

【共働き子育て世帯のメディア接触調査】
時　　期： 2022年8月4 ～ 8日
方　　法： インターネット
対　　象： 全国の0～7歳の子どもがいる20～
 40代の共働き子育て世帯の母親
比較対象： 0 ～ 7歳の子どもがいる20 ～ 40代
 の父親
 子どものいない同年代女性
対 象 外： 本人または同居家族が，マスコミ・ 
 広告代理店・調査会社等に従事し 
 ている場合
サンプル数： 2,805人
 （父親961人，母親933人，子どものいない
 同年代女性911人）

有効回答率： 58.9％
（配信数4,764　有効回答数 2,805）

このウェブ調査は，通常の世論調査で行う無
作為抽出による科学的なサンプリング方法で対
象者を選んでいないことに留意する必要がある。

 4. ワーキングマザーの実態と
“コロナ特別休暇”制度の認知

（1）可処分時間のジェンダーギャップ

最初に，仕事と育児を両立するワーキングマ
ザーの可処分時間について，調査から明らかに
なったことを確認する。

1日の中で自分の判断で自由に使える時間，
すなわち可処分時間がどのくらいあるのかを尋
ねたところ（図2），可処分時間が「ほとんどな
い」と回答した母親は31％と最も多く，次いで

「1時間くらい」が30％，「30分未満」が18％

だった。他方，父親で最も多かったのは「1
時間くらい」の33％で，次いで「2時間くらい」

（25％），「ほとんどない」（16％）が続いた。母
親で最も多かった「ほとんどない」の割合が，
父親では15ポイント少ない一方で，父親では
25％だった「2時間くらい」の回答者が母親で
は14％と10ポイント以上の差が開いた。

また，可処分時間にコロナ禍の前後で変化
があったかを尋ねたところ，ここでも母親と父
親の間で違いが確認された（図3）。「かなり増
えた」「少し増えた」の回答者の合計が父親で
は20％であるのに対し，母親では14％で6ポイ
ントの差が認められた。一方，「少し減った」「か
なり減った」は，父親は15％，母親は20％で
母親が5ポイント上回っていた。全体の中では

「変わらない」が最も多く，母親は67％，父親
は65％を占めた。

コロナ禍において，テレワークが女性にとっ
てはマイナス要素が高かったことがこれまでの
調査報告でも明らかにされている13）が，本調
査でもコロナ禍が母親の可処分時間に負の作

図 2　平日の可処分時間

図 3　コロナ禍による可処分時間の変化
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図 4　新型コロナによる休園・休校状況
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用をもたらしていることが裏づけられる結果と
なった。

（2）コロナ休園やコロナ休校の対応状況

続いて，新型コロナによる臨時休園や臨時
休校の際，自身がどの程度，対応してきたか
を尋ねた。この質問項目は，本調査の事前に
行ったスクリーニング調査の項目のため，本調
査のサンプルのみを抽出した分析結果を紹介
する。

調査にあたり，休園や休校の期間について
は，①政府の要請で始まった2020年2月から
春期休業までの全国一斉臨時休校，②全国
一斉臨時休校～ 2021年3月，③2021年4 ～ 7
月，④2021年8月～ 2022年7月，の4つの期
間に区分けした。この区分けは，主に「小学
校休業等対応助成金」の制度が使えた期間か
否かに対応させた。本稿では，新型コロナ第
5波の子どもへの感染の急拡大で，休園・休
校対応に多くの保護者が翻弄されたことが推
測される④の2021年8月から2022年7月まで

の時期を詳しく見ていくことにする。この期間
は再開した「小学校休業等対応助成金（＝“コ
ロナ特別休暇 ”）」制度の運用期間でもあるた
め，再開した制度をどの程度利用できたかに
ついても確認していく。

はじめに休園・休校状況について確認する
（図4）。休園・休校が「あった」と回答した人
は，母親で45％，父親では35％である。

また，2021年8月から2022年7月までの間
に臨時休園・休校が「あった」と回答した人
に，合計日数を尋ねたところ図5の結果が得ら
れた。

ともに最も多かったのは「1 ～ 5日」で父親
は28％，母親は30％だった。次いで「6 ～ 10
日」が父母ともに26％，「11 ～ 15日」は父親で
15％，母親は12％であった。また「16 ～ 20日」

「21 ～ 25日」「26 ～ 30日」「31 ～ 40日」「41
日以上」の合計が父親では29％，母親では
31％となっており，父母ともに約3割の保護者が
16日以上の臨時休園・休校を経験していた。

当該時期の臨時休園・休校の間，仕事を休
んだかどうかを尋ねた項目では母親・父親間で
回答の傾向が分かれる結果となった（図6）。

父親で「休んだ」のは62％，「休まなかった」
のは31％，何らかの事情で「休めなかった」の
は8％だった。一方で，母親で「休んだ」のは
85％，「休まなかった」は11％，何らかの事情
で「休めなかった」のは4％だった。「休んだ」
母親の割合は，父親より23ポイント高くなった
一方で，「休まなかった」，または「休めなかっ
た」と回答した父親の割合は母親よりも24ポ
イント高い値だった。

次に，配偶者との間で，仕事を休んだ日数
に違いがあるかを共働きの人に尋ねたところ，
ここでも顕著な違いが見られた（図7）。父親

（2021年8月〜2022年7月）
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図 5　休園・休校の合計日数

図 6　休園・休校時に仕事を休んだか

図 7　休園・休校時の仕事休み日数，配偶者との違い
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親はわずかに3％で，52ポイントもの差が
認められた。「ほぼ差はなく，同じくらい
ずつ休んだ」のは，父親で24％，母親は
9％で，家庭内ケア労働を夫婦で公平に負
担できている世帯がごく少数に限られてい
ることが推測される。「配偶者は仕事を休
んでいない」については，父親の2％に対
して，母親は19％だった。コロナ禍に突
然訪れる休園・休校への対応という，家
庭内ケア労働に加わった新たなミッション
に，父親も少なからず関わっていたとはい
え，その負担は母親に大きく偏っていたこ
とがうかがわれる結果となった。

（3）制度の認知度と情報回路

本調査では，「小学校休業等対応助成
金」の制度の認知度や，制度を知った情
報媒体についても質問した。まず，制度の
認知状況について確認する（図8）。

母親では「制度の名前も内容もよく知っ
ている」と回答したのは28％，「制度の名
前は知っているが内容はよくわからない」
が30％，「制度の名前も内容もまったく知
らない」は43％だった。このうち，「休園・
休校あり」と「休園・休校なし」で，制度
の認知度に違いが確認できた。「制度の名
前も内容もよく知っている」と回答した人
は，「休園・休校あり」の母親では31％に
対し，「休園・休校なし」の母親では24％
で7ポイントの差があった。一方で，「制度
の名前も内容もまったく知らない」と答え

た人は，「休園・休校あり」では37％だったの
に対し，「休園・休校なし」では49％と5割近
い値となった。子どもの通う先で休園や休校が
起こったかどうかの違いで，認知に差が出たこ

（2021年8月〜2022年7月）

※図5・6のnは休園・休校があった人

※nは休園・休校があり，かつ共働きの人
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とには，支援制度について知る必要に迫られた
かどうかの違いがあったことがうかがわれる。

参考までに，比較対象として調査した20～
40代の子どものいない女性（既婚・未婚含む）
が，制度をどれくらい認知していたかについて
も紹介する。「制度の名前も内容もよく知ってい
る」のはわずかに5％で，「制度の名前も内容も
まったく知らない」と回答した人は79％と8割
近くを占めた。この制度が，当事者の働く保護
者はもちろん，社会全体に認知されていない現
状がうかがわれる。

図 8　「小学校休業等対応助成金制度」認知 図 9　「小学校休業等対応助成金」制度の認知経路
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制度を知った経緯についても尋ねたところ
（図9），母親が制度を知ったきっかけとして最
も多かったのは「勤務先からの告知」（29％），
次いで「テレビ（放送時間のリアルタイム）」

（21％），「保育園・学校からの連絡（配布物，
連絡帳，連絡網など）」（9％）と続いた。一方
で，父親で最も多かったのは「テレビ（放送時
間のリアルタイム）」（26％），「勤務先からの告
知 」（19％），「Yahoo!ニュース」（7％）だった。
母親も父親も2割以上の人は，「テレビ（放送
時間のリアルタイム）」で制度を知ったことが確
認できたほか，3割近い母親と，2割近い父親
が「勤務先からの告知」で制度を認識しており，

「小学校休業等対応助成金」を導入した「勤務
先」が雇用者に対して，制度の利用を呼びかけ
ていたことが推測される。また母親では，父親
の「Yahoo!ニュース」（7％）を上回る1割近い人
が「保育園・学校からの連絡（配布物，連絡帳，
連絡網など）」で制度を知ったことから，臨時
休園や学級閉鎖，学校閉鎖をした保育施設や
教育機関側が，制度の周知に動いていたこと
がうかがわれる。

（4）制度の利用実態

次に，子どもの通う保育園や小学校が臨時
休園や臨時休校した際に，「小学校休業等対
応助成金」を利用したかどうかについて，結果
の詳細を見る（図10）。
「休園・休校あり」の母親のうち，制度を「利

用した」のは39％だった。また，「利用したかっ
たが利用できなかった」（19％），「利用する機
会がなかった」（39％），「利用したいと思わな
かった」（3％）を合計した「利用しなかった」の
回答者は61％だった。「休園・休校あり」の父
親のうち，制度を「利用した」のは14％，「利用

しなかった」のは86％だった。
母親の約6割，父親の9割弱が制度を利用

していなかったが，制度を利用しなかったのは
なぜだろうか，複数回答で聞いた（図11）。休
園・休校を経験した母親で，「その他」を除い
て見ると，最も多かったのは「勤め先の企業が
制度を導入しなかったから」（38％），次いで，

「制度の内容をよく知らなかったから」（28％），
「利用したかったが，仕事の内容的に休める状

図 10　「小学校休業等対応助成金」制度利用の有無

図 11　制度を利用しなかった理由（複数回答）
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※nは休園・休校があり，かつ制度名を知っている人
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況ではなかった」（18％）が続いた。休園・休
校を経験した父親で最も多かったのは「制度の
内容をよく知らなかったから」（28％），次いで

「勤め先の企業が制度を導入しなかったから」
（27％），「利用したかったが，仕事の内容的に
休める状況ではなかった」（25％）が続いた。

制度を使えない状況を変えるために，具体
的に行ったことについても複数回答で尋ねた

（図12）。
企業を介さずに雇用者が直接，労働局に申

請する「個人申請」については，利用していた
のは，父親では14％を占めていた一方，母親で
は5％にとどまっており，10ポイント近い開きが
あった。また母親の3％，父親の6％が「労働
組合に相談」していた。ともに最も多かったの
は，「特に何もしなかった」で母親の89％，父
親の75％を占めた。この背景には，職場での
関係悪化による雇用継続への懸念があると考
えられる。

圧倒的多数が，「特に何もしなかった」と回
答した理由について，より詳しく知るために自

由記述形式で回答を得た。自由記述の回答を
寄せた人は全体の73%であった。図13に母親・
父親別の自由記述欄の回答の分類，表1に自
由記述欄の一部の抜粋を示す。

図13の凡例のとおり内容を分類すると，「利用
する機会/必要性がなかった」が父親の36％， 
母親の26％を占めたが，次いで母親では「検
討する時間がない，忙しかった」（12％），「手
続きが面倒」（12％），「制度について不明なこ
とがあった」（12％）が続いた。また，「職場と
の関係悪化を懸念」する記述は，母親で10％，
父親で6％だった。母親では「利用する機会/
必要性がなかった」，つまり，休園・休校に対
応するうえで制度利用の検討を迫られなかった
と想定されるケースが全体の3割弱を占めた一
方で，制度の利用を検討する時間的余裕がな
かった，あるいは，手続きの煩雑さを理由に
制度の利用を諦めたという人が2割を超えてい
た。制度の存在を知り，利用したいと思ったも
のの，手続きの申請に至らなかったというケー
スを合計すると46％にのぼり，「利用する機会/
必要性がなかった」（26％）を上回る。大半の
母親が，状況を変えるために「特に何もしなかっ
た」と回答した背景には，雇用の継続に対する
潜在的な不安があった可能性がある。

わが国の働く女性の過半数が非正規雇用で，
飲食業や宿泊業など，対面サービス型内需産
業に従事する割合が高いが，2020年4月に発
出された緊急事態宣言による行動制限では，
飲食や観光などのサービス産業が打撃を受け
た。このころは，コロナショックと呼ばれる雇
用危機で，非正規就業者が雇用調整の対象と
なり，全国一斉休校や保育園の登園自粛の要
請を受けて，仕事か家庭かの二者択一を迫ら
れて離職する女性も増加していた。こうした状

図 12　状況を変えるために行ったこと（複数回答）
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況は，女性（she）と不況（recession）を合わ
せた造語で“She-cession”（シーセッション）と
も呼ばれている。実際，2020年3月から4月に
かけて，女性の雇用者数は74万人減少してお
り，その数は男性の2倍にのぼった 14）。また，
2020年4月から11月中旬までの約7か月間に，
解雇や雇い止めになったケースは，女性が男性

図 13　手立てを講じなかった理由

表 1　手立てを講じなかった理由（自由記述回答の一部抜粋）

検討する時間がない，忙しかった
母親20代 休園続きでそれどころではないし職場を休んでいて言い出せるきっかけも時間もない
母親20代 子どもがまだ小さいので，時間をかけることはなかなか難しかった
母親30代 情報を集める時間がなかったので
母親40代 忙しく時間がなかった。どのような手立てを講じたらよいのかわからなかった
父親30代 そのことにかけている時間がまったくない。日々のことで精いっぱい
父親40代 仕事自体が忙しすぎて，そのあたりに気力を使うのが厳しかった
制度について不明なことがあった
母親30代 ほかの人も申請してないから，わかりにくいから
母親30代 個人事業主は申請できないと思ったから
父親30代 行政の仕組みが複雑でどうすれば状況を変える手立てを講じられるのかがわからないから
父親40代 保育園利用者が制度の対象だとは思わなかったから
職場との関係悪化を懸念（遠慮）
母親30代 仕事に追われていて上司に説明するのが面倒だった
母親30代 働きにくくなるのが嫌だったので
母親30代 子どものことで迷惑をかけることが多いので
母親30代 コロナで休んで迷惑をかけているのに，さらに新たな制度を申請する手間をかけてしまうから
母親40代 長期間休んでうるさいこと言うなと言われた
母親40代 今後，働きづらくなるので言わない
母親40代 人間関係や職場の立場を考えて言い出せない
母親40代 勤務先の状況を考えると，人手不足が深刻なため，上司に依頼できなかった

母親40代 上司に相談したが対象にならないと言われたし，係には独身の人ばかりのなかで，時短勤務もしていて自分ばかりわがまま
だと思った

父親30代 職場の周りの目があるから
父親40代 企業の理解が低いから
父親40代 会社に悪い印象を与えてしまう。人員が足りない
その他
母親30代 手立てを講じて状況を変えられると思わなかったから
母親30代 どこに相談しても変わらないと思ったから

の1.6倍にのぼったこと，労働時間や収入の回
復も男性よりも遅いこと，休業率は，2020年5
月末では女性が男性の3倍に達したことなどが
指摘されている15）。厳しい雇用情勢の中で，よ
り弱い立場で働く女性たちが，自らの雇用を脅
かしかねないとの理由で制度の利用を控えたこ
とは想像にかたくない。
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※アミかけは利用したいと思ったが，申請に至らなかった理由
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一方で，「制度の名前も内容もよく知ってい
る」と回答した母親が3割にとどまっている

（図8）ことや，テレビ報道で知ったケースが，
母親では2割程度（図9）であるのは，可処分
時間の短さゆえ報道に触れていないということ
なのだろうか。あるいは，報道する側の伝え
方や内容が十分ではなかったのだろうか。母
親たちは，限られた時間の中で，どのような
視聴スタイルで情報収集し，報道に何を求め
ているのか。次章では，仕事を持つ母親たち
のメディア利用の実態を確認していく。

 5. 共働き子育て世帯の
メディア利用の実態

（1）ふだんのニュースの入手経路

まず，ふだんのニュースの入手経路について
確認する（図14）。政治・経済・社会の動きを
伝えるニュースへの接触手段を複数回答で尋
ねたところ，母親の78％，父親の71％が「テ
レビ（放送時間のリアルタイム）」だった。次
いで多かったのが「Yahoo!ニュース」で，母
親の44％，父親の51％が利用していた。「テ
レビ（放送時間のリアルタイム）」と「Yahoo!
ニュース」については母親と父親で大きな傾
向の違いは確認できなかった。また紙媒体の

「新聞」でニュースに接触しているのは，母親
は11％，父親では18％であった。

顕著な差が見られたのが，「LINE NEWS」
への接触度合いで，母親の31％が日常的に利
用しているのに対して，父親の利用者は11％
にとどまった。

一方で，「新聞社や放送局の公式アカウン
トのSNS」（4％），「公式アカウント以外から
流れてきた新聞社や放送局のSNS」（4％）は，

図14　ふだんニュースを見聞きする情報源（複数回答）
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母親にはほぼ活用されていなかった。「LINE 
NEWS」を例外に，SNSでのニュース接触は
極めて限定的だった。なぜ，SNSでニュースに
触れる人が少ないのだろうか。

（2）SNSに対する意識

SNSに対する意識を尋ねた結果（図15），
父母に共通して，「あてはまる」＋「まああては
まる」の合計が最も多かったのは「SNSの情

報には不確かなものがある」で母親の87％，
父親では84％を占めた。次いで多かったのは

「SNSの情報は送り手側の意図が入っている」
で母親は82％，父親は81％だった。

また「あてはまる」＋「まああてはまる」の回
答が最も低かったのは「SNSで見聞きすること
は自分の意見に近い」で母親は24％，父親は
27％だった。「SNSで見聞きすることはみんな
の共通認識だ」とする人も，母親の25％，父親
の28％と少数意見であった。

母親の傾向として特徴的なのは，「SNSは
自分の情報が漏れてしまいそうだ」と感じる人
が77％と，8割近くにのぼることである。父親
は66％で，母親のほうが情報漏洩により敏感
である傾向がつかめた。一方で，母親の74％
が「SNSからさまざまな意見や考え方を知るこ
とができる」と回答していることから，玉石混
交のSNSの情報を受け取ることに好意的では
あっても，自分の情報が漏れてしまうような発
信をすることには慎重な姿勢が読み取れた。

次に，情報を得るときにSNSを利用する理
由を複数回答で尋ねたところ，母親と父親では
異なる傾向が見られた（図16）。母親は「個人
的に知りたい情報が得られるから」が最も多く
54％，次いで「暇つぶしになるから」が53％，

「世の中の動きがわかるから」が31％と続い
た。「家族や友人，知人の近況を知りたいから」

（28％），「お得な情報が手に入るから」（26％）
の回答数は，どちらも父親を上回る結果となっ
た。一方で父親は「暇つぶしになるから」が最
も多く44％で母親と9ポイントの差が確認され
たほか，母親で最も多かった「個人的に知り
たい情報が得られるから」が父親では38％で，
16ポイントの開きがあった。

母親のSNSに対する意識としては，「個人的

図15　SNSに対する意識
（母親 n=933　父親 n=961）
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に知りたい情報 」「家族や友人の近況 」「お得
な情報 」を得る手段と捉える傾向があるよう
だ。“コロナ特別休暇”制度のような社会性の
高いニュース報道や情報をSNSから収集した
いというニーズも一定程度は確認できたものの，
母親・父親ともに，「SNSの情報には不確かな
ものがある」と受け止める割合が高いことに留
意したい。

（3）ふだんのニュースの視聴時間

続いて，ふだんのニュースの視聴時間を尋
ねた結果が図17である。視聴時間については
母親と父親で大きな違いは見られなかった。
「リアルタイム視聴」では「30分くらい」と答

えた人が最も多く，母親の40％，父親の33％
を占めた。「放送局の公式動画配信サービスの
見逃し視聴」でのニュース視聴は母親の86％，
父親の79％が「ほとんど，まったく見ない」と
回答した。

放送時間に左右されずに見たい時間にニュー
ス番組を視聴できる見逃し配信アプリは，子
育て世帯のニーズが高いと予想していたが，そ
うした利用は広がっていなかった。一方で，
ニュースの放送時間帯にリアルタイムで視聴
する習慣が根強いことがうかがわれる結果と
なった。

（4）見る理由，見ない理由

次に，子どもが生まれる前と比べて，テレビ
でニュースを見る習慣にどのような変化があっ
たかを尋ねた（図18）。母親で最も多かった
のは「テレビでニュースを見なくなった」（29％）
で，次いで「テレビ自体を見なくなった」（27％），

「特に変わらない」（26％）が続いた。父親で
最も回答が多かったのは「特に変わらない」で
38％，次いで「テレビでニュースを見なくなっ
た」（24％），「テレビ自体を見なくなった」（21％）
と続いた。「テレビでニュースを見なくなった」と

「テレビ自体を見なくなった」を合計すると，母
親の56％，父親の45％が，出産後，テレビで
ニュースを見る習慣がなくなっている。

子どもが生まれてから，テレビでニュースを
見る習慣が変化した理由について，自由記述
の回答を寄せた人は，全体の93％だった。図

図 16　情報を得るときに SNS を利用する理由
（複数回答）
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19に自由記述の回答内容の分類，表2に自由
記述の回答を一部抜粋したものを示す。なお
この自由記述については，回答内容が複数の
分類項目にまたがるものは，該当する項目す
べてに振り分けるコーディングを行った。
「テレビでニュースを見る時間が増えた」人で

は，「天候やコロナウイルスなどの情報を入手す
るため」「子育てや教育など今まで必要としな

図 17　ふだんのニュースの視聴時間

図 18　子どもが生まれる前と比べた
テレビニュース視聴の変化

かった情報を得たい」のほか，「携帯で見るより
テレビを見ながらほかのこともできる」といった

“ながら見”の利便性に言及する回答も見受け
られた。一方で「テレビでニュースを見なくなっ
た」と回答した母親では，「子どもにテレビを占
領されているので，見たいときに見られず諦め
ている」とあるように，大人が見たいと思って
も「子どもが見たい番組や動画を視聴するため」
という回答が32%になった。また「時間がない」

（26％），「子育て・子どもの世話」（12％）など，
可処分時間が少ないことに起因すると考えられ
る回答が目立った。一方で，テレビニュースを

「子どもに見せたくない」理由として，「殺人とか
犯罪は見せたくない」「ショッキングな映像や暴
力的な映像を見せたくない」と，意図的に避
けているという記述が 7％あった。

男性
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【HDDレコーダーなどでの録画視聴】 
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見なくなった

テレビ自体を
見なくなった

特に変わらない

その他

29 26 315% 27

24 38 215 21父親
（n=961）

母親
（n=933）



50 FEBRUARY 2023

表 2　テレビでニュースを見る習慣が変化した理由（自由記述回答の一部抜粋）

【テレビでニュースを見る時間が増えた】
情報収集
母親30代 天候やコロナウイルスなどの情報を入手するため
父親30代 家庭を持つうえで，ある程度の一般常識として最新のニュースを知っていたいから
子育てに関する情報を得たいから
母親20代 子どもの事件，事故など知っておきたいこと，ためになることが知れるため
母親40代 子育てや教育など今まで必要としなかった情報を得たいと思うようになったから
父親40代 育児や教育など，子どもの将来を考えるようになってニュースを見る機会がより増えた
効率的に情報を得たい
母親40代 新聞を読む時間がないから
母親40代 携帯で見るよりテレビを見ながらほかのこともできる
父親30代 短時間でみやすい

【テレビでニュースを見なくなった】
時間がない
母親40代 家事・育児と仕事で忙しく，自分の時間がないから
母親30代 じっくりテレビを見る余裕がない
生活の変化／時間帯が合わない
母親30代 決まった時間に見るのが困難
母親40代 子どもの生活に合わせるとニュースを見る時間がない   
父親30代 就寝時間が早くなったから
子育て・子どもの世話
母親30代 育児と家事で忙しいので
母親30代 子どもの相手をしながら見ても，内容が中途半端にしかわからないから
父親40代 子どもの世話が忙しくテレビを見る時間がなくなった
子どもが見たい番組や動画を視聴するため
母親40代 子どもにテレビを占領されているので，見たいときに見られず諦めている
母親40代 子どもの番組を録画しておいてずっと再生しているので，ニュースが見られない。夜は寝たいので見られない
父親30代 教育関係の番組を視聴する時間が増えたから，相対的にニュースを見る時間が減ったため
子どもに見せたくない
母親20代 あまりテレビを(特に怖い映像を)見せたくないから
母親30代 殺人とか犯罪は見せたくない
母親30代 ショッキングな映像や暴力的な映像を見せたくないから
父親40代 ウクライナなどの戦争のニュースを子どもに見せたくないから
ネット・アプリ・SNSで見る
母親40代 スマホのほうが早いから
母親40代 主要なニュースはネットで確認し，それ以上の情報がほしいときは，検索などして自分で探すので特に困らない
母親40代 テレビで見なくても，自分の都合のよい時間にネットで見れるので
父親40代 子どもが寝てから見るのが，スマートフォンに替わったから

図 19　テレビニュース視聴が変化した理由
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（5）ニュースに接触する場所・時間帯

続いて，ふだん，どのような場所でニュース
に接しているかを複数回答で尋ねたところ，母
親と父親では回答の傾向は似ているものの，
顕著な違いも確認された（図20）。ともに最も
多かったのは「自宅 」で母親の85％，父親の
77％を占めたが，次いで多かった「移動中」は，
母親が25％だった一方，父親は42％と4割を
超えていた。さらに，その次に多かった「職場」
も，母親の21％に対して，父親は35％に達した。

次に，ニュースに接している人に，平日に
ニュースに接するおおよその時間帯について複
数回答で尋ねた（図21）。母親で最も多かっ

た時間帯は「6～9時」で58％，次いで「18
～21時」が35％，「21～24時」が30％と続い
た。父親で最も多かった時間帯は「6～9時」
で60％だったが，それに次ぐのは「21～24時」
で43％，「18～21時」は37％であった。父母
ともに過半数を占めたのは「6～9時」の時間
帯で，大半の人が，出勤前，もしくはリモート
ワークの始業前の自宅にいると思われる時間帯
でニュースに触れていた。このように，共働き
子育て世帯に必要とされる情報を届けるために
は「6～9時」の放送時間帯が有効であること
がうかがわれるが，ニュースの接触時間帯と食
事などの時間帯が重なることから，自宅での

図 20　平日，政治・経済・社会の動きを伝えるニュースに
接触する場所（複数回答）

図 21　平日，政治・経済・社会の動きを伝えるニュースに
接触するおおよその時間帯（複数回答）

ニュースへの接触は，ほかの
ことをしながらの“ながら見”
であると考えられるため，どの
ように伝えればいいか，情報
発信の手法にはさらに検討が
必要だろう。

ここからはさらに，母親た
ちがテレビ報道に求めるもの
について詳しく見ていく。

（6）メディアに
　   求める役割とは？

本調査では，母親たちが仕
事と子育てを両立する立場か
ら，テレビニュースに求めたい
こと，テレビの報道に感じて
いる違和感について自由記述
による回答を求めた。回答者
は58％で，図22に回答内容
の分類を示す。母親の自由記
述で「その他」（18％）を除き
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図 22　テレビニュース制作者に求めること / テレビの報道に感じている違和感

表 3　子育て世帯がテレビ報道に求めること（自由記述回答の一部抜粋）

子育てや生活情報が少ない
母親30代 子育てについての情報をもっと出してほしい
母親30代 子育て世帯のリアルな意見を取り上げて議論する
母親40代 実際に必要な支援が何なのか，子育て世代からもっと調べてほしい
母親40代 子育て世帯は肩身が狭いことがまだまだたくさんある。子育てしていない人にも理解しやすい内容で情報を出してほしい
父親30代 子育てや仕事の両立をもっと支える情報を提供してほしい
父親40代 子育てにおける新制度の紹介は，頻繁に流してほしい
多様な意見を届けていない
母親30代 テレビはあまり共働き世帯を対象にしていないように感じる

母親40代 両極端（貧困や裕福だが多忙）なものを見ることが多い気がする。いろいろな方がいることを知るのは大事だが，普通の人
に寄り添ったものがあってもよいと思う

母親30代 ごく一部のことをクローズアップするのではなく，大多数の状況を正確に伝えてほしい

母親30代 シングルマザー等については特集が組まれたりするが，ワンオペで動いている人も多い。子育てといってもいろんな人がいる
ことを念頭に番組づくりをしてほしい

父親30代 家庭像が画一的

父親30代 テレビ局が伝えたいことを自己満足的に発信するのではなく，困っている人が本当に知りたい，知って助かるような情報を
積極的に発信していくべき

制作者が子育ての実情を知らない

母親20代 制作者側が子育てを積極的に行っていなければ共感は得られない。きれいごとばかり並べた内容では，そもそも興味が起
こらない

母親30代 情報の視点が，親目線ではない
母親40代 制作者も，子育てと仕事を両立している立場の人に，制作してほしい
父親30代 子育て世代に対する考えが甘い気がする
ジェンダー規範を押しつけている
母親40代 女性ばかりが仕事と育児を両立させなければいけないような取り上げ方はやめてほしい
母親40代 お母さん→保護者と言い換えてほしい

母親40代 子育ては母親がして当然だという慣習を変えてほしい。母親が育児放棄だとニュースになるのに，父親が子育てに関わらな
いことにはノータッチなのはおかしい

父親30代 父親が子育てに参加できていないという前提での情報提供には違和感がある
報道内容がわかりにくい
母親２0代 わかりやすくしてほしいし，手軽に利用できる制度など紹介してほしい
父親30代 子どもにもわかりやすく，親子で見ることのできるニュースの作成をお願いしたい
子どもに刺激の強い映像
母親30代 夕方など子どもが見る時間帯に，あまり見せたくない映像を繰り返し流さないでほしい
母親40代 子どもとニュースを見るときの映像はソフトにしてほしいです
その他
母親30代 テレビだと情報を得られる時間が限られてしまうので，自分の空いている時間に自由に情報を見ることができるとありがたい
母親30代 情報量が少なくてテレビだけではわからない。時間に制限があるのなら，どこを見たらわかるのかを教えてほしい
母親40代 隙間時間に必要な情報を得ることができるような工夫がほしい。テレビに求めるのは情報の速さと正確さ
父親30代 制度を推奨していない企業に対して無理なく制度を利用する方法，または法整備を訴えてほしい
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見を届けていない」（24％），次いで，「子育
てや生活情報が少ない」（14％），「正確な情
報を伝えていない」（11％）だった。表3に自
由記述の一部を抜粋して示す。

テレビ報道に求めたいこととして挙げられ
たのは「子育てについての情報をもっと出し
てほしい」「子育て世帯のリアルな意見を取
り上げて議論する」「わかりやすくしてほしい
し，手軽に利用できる制度など紹介してほし
い」「子どもとニュースを見るときの映像はソ
フトにしてほしい」などといったものだった。
また，報道への違和感として「テレビはあま
り共働き世帯を対象にしていないように感じ
る」などの意見が挙がった。これらの意見は
母親だけに限られたものではなく，父親でも
同様の記述が認められた。また父親が，報
道に子育てや生活情報を求めることは，夫婦
共働きで子どもを育てる世帯の割合が専業
主婦世帯を上回る現状を踏まえると，むしろ
自然なことと捉えるべきである。
「制作者も，子育てと仕事を両立している

立場の人に，制作してほしい」とした声から
は，テレビ報道全般が共働き育児の実態を
映し出していない，あるいは，共感を得られ
るような報道内容と受け止められていないこ
とがうかがわれる。

（7）子育て情報の収集手段

ここで，今後の報道関係者の情報発信の
参考になりそうな結果の詳細について報告し
たい。調査では「保育園，幼稚園，学校教
育に関する情報」「民間の教育サービスに関
する情報 」「子育て支援制度に関する情報 」

「子どもの感染リスクなどコロナ禍の子育てに
関する情報」の4つに分けて収集手段を複数

図 23　子育て支援制度に関する情報
（児童手当，教育や医療費の無償化など）の情報源（複数回答）
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図 24　制度がどこで取り上げられていたら知り得たか（複数回答）回答で尋ねた。このうち「子育て支援制度
に関する情報」については情報の入手経路
に父母間で違いが見られた（図23）。母親
で最も多かったのは「居住自治体からのお
知らせ（チラシ・広報・掲示・回覧板・お
便りなど）」で36％，次いで「保育園・学
校からの連絡（配布物，連絡帳，連絡網
など）」（31％），「居住自治体のホームペー
ジ」（31％），「テレビ（放送時間のリアルタ
イム）」（31％）と続いた。一方で父親が情
報収集する媒体で最も多かったのは「テレ
ビ（放送時間のリアルタイム）」の29％で，

「居住自治体のホームページ」の26％，「居
住自治体からのお知らせ（チラシ・広報・
掲示・回覧板・お便りなど）」と「保育園・
学校からの連絡（配布物，連絡帳，連絡
網など）」の21％が続いた。母親で2番目
に多かった「保育園・学校からの連絡（配
布物，連絡帳，連絡網など）」を情報収
集の手段としている父親は21％で，父親全
体の3番目で10ポイントの開きがあった。
母親はテレビも活用しつつ，「居住自治体」
や「保育園・学校からの連絡」など，顔の
見える親近感や，得られる情報が実生活
に直結するか否かを，情報収集の手段を
選ぶ目安としていると推測される。

（8）“コロナ特別休暇”制度の情報に
　　アクセスできた可能性のある媒体

子育て情報の入手回路を踏まえたうえで，
“コロナ特別休暇”制度の情報にアクセス
できた可能性のある媒体についての回答
結果を見ていく。
「制度の名前は知っているが内容はよく

わからない」「制度の名前も内容もまったく

父親

母親

58%
51

1

2
1

40

32
20

16

14

12
11

8

8

5

3
6

5

1
1

1
0

5

10

2

2

5
12

8

15
19

19
26

6
11

7

20

0

3

3

2
2

2

2

1

1
1

1

0
1

1

3
3
4

7
9

特にない

その他

勤務先からの告知

その他の口コミ情報

その他のインターネットのサイト・アプリ

動画投稿・共有サービス
（YouTube，TikTokなど）

LINE NEWS

ニュースサイト，ポータルサイト，アプリ
（スマートニュース，グノシーなど）

Yahoo!ニュース

文部科学省のホームページ

厚生労働省のホームページ

居住自治体のホームページ

居住自治体からのお知らせ
（チラシ・広報・掲示・回覧板・お便りなど）

ママ友・パパ友の情報網
（口コミ，LINEグループなど）

保育園・学校からの通知
（アプリ，メール，サイト上の連絡など）

保育園・学校からの連絡
（配布物，連絡帳，連絡網など）

雑誌の電子版

雑誌

それ以外のSNS

公式アカウント以外から流れてきた
新聞社や放送局のSNS

新聞社や放送局の公式アカウントのSNS

新聞社や放送局の
公式ニュースサイト・アプリ

新聞の電子版

新聞

インターネットラジオ
（らじる★らじる，radiko，Podcastなど）

ラジオ

放送局の公式動画配信サービス
（NHK＋，TVerなど）

テレビ

（母親 n=676　父親 n=809）
※nは制度をまったく知らない，またはよく知らない人
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知らない」と回答した人たちに，この制度につ
いて，どのような媒体で取り上げていたら認知
できたと思うかを複数回答で尋ねた（図24）。

母親で最も多かったのは「テレビ」（58％），
次いで「保育園・学校からの連絡（配布物，連
絡帳，連絡網など）」（40％），「保育園・学校
からの通知（アプリ，メール，サイト上の連絡な
ど）」（32％）が続いた。父親で最も多かったの
は母親と同様に「テレビ」（51％），次いで，「保
育園・学校からの連絡（配布物，連絡帳，連
絡網など）」（20％），「Yahoo!ニュース」（20％）
が続いた。

父母いずれも休園・休校に関する制度の情
報についてテレビから得たいというニーズが高
い一方で，実際に子どもが通う保育園や学校
から得られる情報に期待する人が一定数いる
ことが確認できた。

  6. 考察

（1）子育て世帯に届けるためにできること

ここからは，定量調査の結果から見えてきた
ワーキングマザーのメディア視聴や情報収集の
傾向を踏まえ，テレビ報道が必要な情報を働く
親たちに届けるための方策について考えていく。

ふだんのニュースの接し方としては，「テレビ
（リアルタイム視聴）」が一定程度の役割を果た
していた。またニュースに接している時間帯とし
ては，始業前と想定される「6～9時」の時間
帯が最も多いことがわかった。一方で，この時
間帯のテレビのリアルタイム視聴は，家事や育
児，あるいは食事をしながらの“ながら見”スタ
イルでの視聴であることが想定される。

以上のことから，共働き子育て世帯に認知
してもらいたい報道は，夕方や夜間よりも朝の

ニュースの時間帯のほうが有効であると考えら
れる。また，視聴スタイルが“ながら見”であ
ることを踏まえると，項目ニュースとしてコンパ
クトにまとめ，詳しい内容についてはテレビ画
面に表示するQRコードで公式ウェブサイトの
特集記事に誘導するなどの方法を模索する必
要もあるだろう。ただ注意も必要だ。QRコー
ドで誘導したとしても，登園や出勤準備に忙し
い時間帯に表示されたQRコードをスマートフォ
ンで映し出す余裕があるワーキングマザーはご
く少数に限られると考えられる。このことを考
慮して，スタジオのキャスターはQR誘導のコメ
ントとともに，特集記事の内容を身近な家族や
友人とSNSなどで共有することを呼びかける，
ということも必要に応じて検討してみてはどうだ
ろうか。こうした呼びかけが，情報をより社会
に広く共有してもらうことにつながる可能性も
ある。

イギリスのロイタージャーナリズム研究所が
世界46の国と地域の市民を対象に行ったオン
ライン調査「デジタルニュースリポート」につい
て，2022年版の日本の調査結果を分析した文
研の税所玲子研究員は，日本ではニュースを
共有したり，ニュースをきっかけにキャンペー
ンに参加したりするなど，能動的にニュースを
利用すると答えた人の割合が他国と比べて低
いと指摘している。具体的には「ニュースに関
して友人や同僚と対面で話をする」が17％（世
界平均35％），「ソーシャルメディアネットワーク

（Facebook, Twitterなど）でニュースを共有す
る」が9％（世界平均23％），「メール，ソーシャ
ルメディア，インスタントメッセンジャーなどを
使ってニュースに関して友人や同僚とオンライン
で話をする」が7％（世界平均21％）などとなっ
ている16）。こうした現状を踏まえると，QRコー
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ドでの誘導だけでなく，ニュースの共有をスタ
ジオでキャスターが働きかけることは，視聴者
が能動的にニュースに触れる1つの契機となり
うるかもしれない。

さらに踏み込んで検討を促したいのは，共
働き子育て世帯に特化したポータルサイトを設
けることだ。図表には示さなかったが，本調
査では，子育て世帯がほしいニュースや情報
をキャッチするためテレビ局側に求めることを，
選択肢を提示して回答を求めたところ，「子育
て世帯に特化したキュレーションサイトを新設
する」ことを求める意見が，母親の45％，父親
では33％を占めた。テレビ視聴の時間が限ら
れる中で，ほしい情報，必要な情報を取り逃し
たくないと考えるワーキングマザーが，子育て
に関するニュースや情報をまとめて得たいという
ニーズが相当数あると受け止められる数字だ。

NHKではすでに「“孤育て”ひとりで悩まない
で」という特集サイトを「NHK NEWS WEB」
内に設けている。このサイトでは，産後うつや
コロナ禍での子どものマスクの着用のほか，育
児・介護休業法の改正で注目された男性の育児
休業取得など，子育てに関連した特集記事を
掲載している。しかし2022年12月現在，記事

の更新は6か月以上にわたり停滞している。
子育てに特化した情報をまとめて得たいと

いう一定数のニーズがあることを踏まえ，キュ
レーションサイトや特集サイトを運用する際は，
随時更新して内容を充実させるだけでなく，

「NHKニュース・防災アプリ」などと同様にサ
イトの存在を放送波の中でスポット的に周知し
て，認知度を上げていくことも検討する必要が
あるだろう。

また，デイリーニュースに接触する手段とし
て，「LINE NEWS」を利用する母親が一定数
いることから，LINEで子育て世帯向けのニュー
スを発信することについても検討の余地がある
のではないだろうか。

（2）求められるのは，当事者目線

本調査の結果からは，報道の時間帯のほか，
ウェブコンテンツや特設サイトを充実させること
の重要性が推察されたが，それ以外にも，見
落としてはいけないキーワードがある。それは，
身近な話題かどうか，つまり子育て世帯が情報
収集の媒体として有効かどうかを判断する基準
の1つには，得られる情報が実生活に直結す
るかどうかがポイントとなることだ。母親たち

「NHK NES WEB」の“孤育て”サイト

の多くは，保育園や学
校，自治体の情報発信
を頼りにしていた。ま
た，コロナ禍の特別休
暇制度である「小学校
休業等対応助成金」に
ついても，わが子が通
う保育園や学校から情
報を得られたら，認知
できた可能性があると
いう回答も一定数得ら
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れた。
「小学校休業等対応助成金」が当事者の間

でもあまり知られていないことは，筆者が報道
に関わっていた時点から指摘されていたことで
ある。今回の調査でも，この制度が保育園児
を対象としていることを知らなかった保護者が
いた。運用が再開されたタイミングの特集記事
では，制度が浸透していないことだけでなく，

「小学校休業等対応助成金」というネーミング
からは制度の具体的内容を想起しにくいこと
にも言及した。そして，制度を周知するうえで，
学校や保育園の掲示板などに，制度の中身を
わかりやすく紹介することの必要性を，専門家
のコメントも交えて紹介した。ここで重要なの
は，保育園の掲示板や連絡帳を通じて単に情
報提供すればよい，ということではない。内容
をよりわかりやすく翻訳したかたちで伝える工
夫が求められているということである。

後日談だが，この特集記事が NHK首都圏
局のホームページに掲載された直後，筆者の
子どもが通う保育園では，連絡帳アプリに「お
知らせ」と題して，「厚生労働省より新型コロナ

ウイルス感染症による小学校休業等対応支援
金と助成金に関するお知らせが来ています」と
いう通知文が送られてきた。そこには，厚労省
が作成したPDFの資料が添付されていた（資

料1）。PDFの資料は4ページにわたるが，い
ずれも文字の羅列で，お世辞にも読みやすい
とは言えない内容だった。この通知文に最後ま
で目を通した保護者はどれだけいただろうか。
そのうち，内容を理解できた人はどれだけい
ただろうか。

筆者はこの周知のあり方自体を問う続報を出
さなかったことを反省している。改めて考える
と，制度名がわかりづらいこと，内容を翻訳す
ることなしに行政文書をそのまま添付して送付
しても理解が広がらないことについても，情報
を受け取った保護者たちの声を聞き取りながら
報道する必要があったのではないか。当事者目
線の報道を通じて，母親たちの思いを代弁し，
制度のわかりやすさや使いやすさを求めるとい
うことに力を入れるべきではなかったか。自ら
の取材者としての至らなさだろう。

報道に何が足りなかったのか，自問自答を重

資料 1　連絡帳アプリに送付された PDF の一部

ねる中で，現時点で打開策と
して有効だと考えるのは「課題
解決型ジャーナリズム」の手法
で，制度を取り巻く課題を詳ら
かにして解決に導くアプローチ
である。
「課題解決型ジャーナリズ

ム」あるいは「ソリューション・
ジャーナリズム」と呼ばれる報
道手法は，市民と直接結びつ
き，疑問や悩みから取材を始
める“市民起点の報道”で，メ
ディアの信頼を取り戻すための
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取り組みとしてアメリカのローカルメディアで広
がった。「課題解決型ジャーナリズム」で鍵と
なるのが市民や社会との新たなつながり，“関
係構築型のエンゲージメント”である。“関係構
築型のエンゲージメント”は，市民をパートナー
として捉え，双方向の対話を繰り返し，市民の
ニーズに応える報道とすることから「エンゲージ
ド・ジャーナリズム」とも呼ばれている17）。

筆者が取材者として関わった「小学校休業
等対応助成金」制度の課題についても，「行政
文書が読みにくい」「制度名がわかりづらい」と
いうことを当事者の意見を交えて伝えることで，
よりわかりやすい周知のあり方を考え，さらに
は，制度を導入しない企業側にはどのような事
情があるのか，当事者目線で課題を掘り下げて
いくことで，制度の課題を改善することもでき
ただろう。

そうした意識で，当事者が身近な課題だと
捉えられるような報道に取り組んでいくことが，
ジャーナリズムの信頼を取り戻すことにもつな
がっていくのではないだろうか。

（3）ジェンダーギャップ解消を
社会の共通認識にする必要性

今回の調査を契機にもう1つ共有したい論点
がある。それは，共働き子育て世帯の置かれ
た現状，さらには家庭内ケア労働のジェンダー
ギャップや，家庭内にとどまらない不均衡の実
態を社会の共通認識とするために，マスメディ
アが自覚を持って報道していく必要性である。

本調査を実施する動機となった「小学校休業
等対応助成金」制度を報道するうえでも，難し
さを感じる場面があった。それは，制度を利用
できない女性たちの声の取り上げ方だ。本稿の
冒頭にも記述したが，この支援制度の個人申請

は，大企業の正社員は対象外となっている。一
方で，制度の対象でもあり，個人申請もできる
非正規雇用の母親たちが，不安定な雇用条件
であることから，制度の利用をためらう声が聞
かれていた。そのため筆者は，より弱い立場で
働く非正規雇用の母親たちの声にフォーカスを
あてることとした。大企業の正社員の女性たち
が，個人申請の制度を利用できないという問題
について，報道では触れなかったのである。

報道をしていくうえで，より困難な状況に置
かれた人たちの声を取り上げていくことは，問
題の根源を伝えるうえで，ある意味では必然の
ことだと理解している。だが，報道の焦点を絞
るあまりに，立場が違う人々の声を取り上げな
いのだとしたら，それは問題を矮小化すること
につながりかねない。

労働市場の流動化などの影響で，2000年代
以降，女性の非正規雇用者は増加傾向にある。
一方で，男女雇用機会均等法の2006（平成
18）年の法改正で，妊娠・出産を理由とする不
利益取り扱いの禁止が盛り込まれたことから，
結婚や出産のタイミングでの離職率は減少し，
出産後も働き続ける女性の正規雇用者数も増え
てきた実態がある18）。だが，水面下では職場
側のジェンダー規範によって，復職後にマミート
ラックと呼ばれる閉ざされたキャリアコースに本
人が意図せずに移行させられるなどのケースは
あとを絶たない。また，子どもの急な発熱など
で休みを取得するなど，職場で肩身の狭い思い
をすることも少なくない。つまり，非正規雇用よ
りも安定した雇用環境の正規雇用の女性であっ
たとしても，職場環境は想像するほど恵まれた
ものではないのだ。個人申請をする権利すらな
いというのは，非正規雇用の女性たちの課題と
同様に見過ごしてはいけない問題であろう。
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本稿でも触れた，家庭内ケア労働の負担が
女性に大きく偏っている実態や，男女間賃金格
差の問題など，働く母親を取り巻く環境が極め
て不利な状況であることは，各分野では議論
が進んでいるものの，社会の共通認識とはなっ
ていない。このことをマスメディアも自覚して，
ジェンダーギャップ解消が社会の共通課題であ
ると位置づけて報道にあたる必要があると思
う。

 7. おわりに

今回の調査を始めるにあたって筆者は，いく
つかの仮説を立てていた。1つ目の仮説は，仕
事と育児に忙しい共働き子育て世帯は，日々の
ニュースをテレビでリアルタイム視聴することな
どほぼ不可能なのではないか，というものであ
る。

2つ目の仮説は，見逃し配信アプリやラジオ
アプリの活用が進んでいるのではないか，とい
うものだった。個人的な経験談ではあるが，筆
者自身の日常生活では，ニュースやドラマなど
のジャンルを問わずにリアルタイム視聴がほぼ
不可能で，見逃し配信アプリでニュースを視聴
することがあるほか，耳から情報が入ってくるラ
ジオの利便性を，産後，特に復職後に強く感
じるようになった。同様の行動変容が，筆者以
外の共働き子育て世帯にも広がっているのでは
ないかと想像していたが，結果はどちらも予想
とは異なっていた。

特に母親の8割近くがリアルタイムでニュース
を見ているというのは，かなり意外な数字だっ
た。これだけ多くの母親がリアルタイム視聴を
する背景には，自らスマホで検索するなどして
情報を得るのではなく，受動的にニュースに触

れたいというニーズが読み取れる。また，6割
近い母親が朝の6～9時の時間帯でニュースに
触れていることから，家事や育児をしながらの

“ながら視聴”によりニュースに触れていること
が推測された。「コストパフォーマンス（費用対
効果）」ならぬ，「タイムパフォーマンス（時間対
効果）」を指す“タイパ”という略語が，若い世
代，特にZ世代の間で広がっている。この世代
はNetflixやAmazonプライム・ビデオなどの定
額制の動画配信アプリで，膨大な量の映画を
倍速で視聴するとされている19）が，仕事と育児
に時間をとられて必然的に“タイパ ”を重視せ
ざるを得ない共働き子育て世帯にとって，テレ
ビニュースは，その日，世の中で起きた出来事
にコンパクトに触れられ，家事や育児などほか
のタスクと両立できる効率的な情報源として捉
えられていることがうかがわれた。

2つ目の仮説である見逃し配信アプリやラジ
オアプリでのタイムシフト視聴に関しても，事前
の予想とは正反対の結果で，タイムシフト視聴
の広がりを確認することはできなかった。本調
査を受けて2022年10月に実施したグループイ
ンタビューでは，こうした見逃し配信アプリやラ
ジオアプリの存在を認知していないという声が
多く聞かれたことから，タイムシフト視聴の利
便性を評価する段階に至っていない人が大半で
あることが予想される。グループインタビューの
詳しい内容は別稿に譲るが，配信アプリによる
タイムシフト視聴が将来的に広がりを見せるか
否かについては，今後の動向に注目したい。

一方で，本調査の目的である“コロナ特別休
暇 ”制度である「小学校休業等対応助成金 」
がどこまで認知されていたのかについては，休
園・休校を経験して，支援制度を利用する必要
性が特に高かったと考えられる母親でも「制度
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の名前も内容もよく知っている」のは3割にとど
まり，「制度の名前は知っているが内容はよくわ
からない」（33％）と，「制度の名前も内容もまっ
たく知らない」（37％）の合計が7割という結果
となった。

この結果を考慮すると，従来の報道の手法
では，必要な情報を必要とする人に届けること
ができていなかったと判断するべきだろう。

メディアが情報を十分に届けることができな
かった背景には，さまざまな要因が複雑に絡み
合っており，すべてを個々に検証することは容
易ではない。届けるために何が欠けていたのか，
あるいは何が必要だったのかについては，報道
の末端に関わってきた立場として，筆者も引き
続き検討を重ねていきたい。

一方で視聴者の声に耳を傾けてみると，メ
ディアの抱える課題が突きつけられていると言
える。例えば，前述のテレビの報道に感じる違
和感を尋ねた自由記述欄では，「子育てに関す
る報道が少ない」「生活情報が少ない」「テレビ
はあまり共働き世帯を対象にしていないように
感じる」とした意見があった。これらの意見か
ら想起されるのは，共働きで育児を両立する親
たちが，テレビの報道を，自分たちの生活に役
立つ公器として視聴していない姿である。そこ
には，コロナ禍の厳しい雇用情勢，かつ“失わ
れた30年”で実質賃金がほぼ横ばいという閉
塞感が漂う中で，次世代を担う子どもたちを育
てるという社会に貢献する役割を果たしている
にもかかわらず，社会の構成員として扱われて
いないという疎外感や孤立感が透けて見える。

共働き子育て世帯が直面する課題が，当事
者たちにとって深刻で，社会の共通課題に位置
づけるべきものであっても，報道がその声をす
くい取ることをしないのだとしたら，それはな

ぜなのだろうか。
「小学校休業等対応助成金 」は，コロナ禍

の休園・休校に翻弄された共働き世帯にとっ
て，緊急性が高く，運用面での改善が必要な
制度であることは間違いない。しかし，既存
のテレビメディアをはじめ報道各社は，課題解
決が求められる問題として正面からこの報道を
取り上げてきたと，確信を持って主張できるだ
ろうか。

共働き子育て世帯が自らを社会の構成員とし
て投影できない報道のありように，報道の担い
手が無自覚とも言える現状は，検証していくべ
きものであると考える。

今後，メディアがなすべきことは多岐にわた
るが，その中で可及的速やかに着手すべきこと
は，制作者サイドの多様性を確保することだと
筆者は考える。放送各社，新聞社，通信社な
ど各種メディアの記者に占める女性の割合は，
年々増加しており，民放では2020年時点で女
性の放送従事者は約25％である20）一方，デス
クやプロデューサーなど女性管理職の割合は
15.3％，NHKでは女性管理職は11.1％にとど
まっている21）。意思決定層を含めたジェンダー
バランスの不均衡が，そのまま報道のアウトプッ
トにも反映されているのではないか。男性中心
で同質性が高く，モノカルチャーの風土が根強
いマスメディアは，自らの視点の偏りを自覚す
るべきである。

今回の調査で，制度を利用する手立てを講じ
なかった理由を尋ねた自由記述欄では，「非正
規雇用であることから，肩身が狭い」「職場と
対立することを避けたい」，また「多忙で，煩
雑な個人申請の手続きをする余裕がない」と
いったワーキングマザーの切実さが垣間見え
た。このような状況では，手続きに手間がかか
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り，場合によっては雇用継続に支障をきたすリ
スクもある個人申請に踏み切ることは容易では
ない。つまり，制度の運用の課題を指摘するだ
けの画一的かつ単発的な報道だけでは，女性
たち，ひいては企業や国の抜本的な行動変容
を促すことにはならないのである。課題解決型
ジャーナリズムの手法で，この制度の問題にア
プローチする場合，どのような取材が効果的な
のかについては，引き続き検討し，今後の継
続課題としたい。
「小学校休業等対応助成金」制度は，この論

考を執筆する2022年12月現在も進行形で運用
が続いており，個人申請のプロセスや，大企業
の正規雇用者が対象外であることなどの課題
は未解決のままである。制度の課題を検証し，
支援を必要とする人たちに有用な情報を届け，
行動の変容につなげることができるか，今まさ
に報道が果たすべき役割が問われている。

　　　　　　　　　　（くまがい ゆりこ）
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高精細映像の
学校教育での活用
〜「8Kズーム視聴技術」の可能性〜

メディア研究部		宇治橋祐之

NHKは2018年12月1日，従来のハイビジョ
ン（約200万画素）の約16倍の約3,300万画素
の高精細な映像が見られる8Kスーパーハイビ
ジョン放送を開始した。高精細な映像は，放
送だけでなくさまざまな産業分野での可能性が
注目されている。例えば医療分野では内視鏡
手術や遠隔手術支援システムでの活用などが期
待されている1）。また，8K空撮映像から地震
による断層や要救助者を発見することで防災・
減災につなげたり，人工知能・AIによる画像
認識を導入することで防災報道の高度化に活用
ができたりする可能性も指摘されている2）。こ
れらの事例では，映像を拡大して詳細に見られ
ることが大きな効果を発揮している。

高精細映像の特性を学校教育で活用できな
いかという試みも長く行われてきた。NHK放送
文化研究所では1990年代にそれまでのNTSC
標準テレビ放送（走査線525本）と，約2倍の
1,125本の走査線を持つハイビジョン映像（現
在の2Kに相当）の視聴比較調査を行っている。
特に印象と理解で，高精細映像のハイビジョン
に優位性があったが，効果を定着させるような
視聴後の指導が必要であると報告している 3）。

8Kについては，2017年6月に鳴門教育大学
大学院の藤村裕一准教授（当時）の監修のも
と，滋賀県の草津市立草津小学校と玉川中学
校美術部の協力を得て「8Kスーパーハイビジョ
ンを活用した授業 」をNHKが実施している。

草津小学校の体育館に85インチの8Kモニター
と22.2chの立体音響システムを設置し，『8Kで
体験！牧野植物ふしぎ図鑑 』（特別編集版）な
どを視聴する授業である。①子どもの反応観察

（表情やつぶやきなど），②視聴後の学習記録
（「植物観察カード」など）の比較，③視聴後の
感想文・インタビューからは，「超高画質・3次
元音響により，興味・関心の高まりや集中力の
持続がみられ，学習意欲の高まりにつながった」

「学習記録比較では8Kの直接的効果は限定的
であり，発達と育ちへの配慮が必須と考えられ
る」などの結果を得た 4）。

高精細映像は印象や理解，興味・関心の高
まりには効果がみられるが，授業で利用する場
合は，視聴後の指導や，年齢に応じた発達と
育ちへの配慮が必要ではないかという指摘が
されてきた。

〈8K映像と「8Kズーム視聴技術」を用いた

実証授業の概要〉

2022年10月11日，NHKメディア総局展開セ
ンターとNHKエデュケーショナルは，教育目的
での高精細コンテンツの活用効果を実証するた
め，8Kコンテンツを用いた実証授業を，横浜
市立仏向小学校の協力を得て行った。

対象については検討を重ねた結果，6年生の
社会科で実施することとなった。大きな要因とし
ては，NHKが蓄積してきた文化・美術分野のさ
まざまな8Kコンテンツが，「我が国の代表的な文
化遺産を通して学習できるように配慮すること」
と学習指導要領に明記された小6社会の授業で
活用できる可能性が高いことが挙げられる。

そのうえで年間カリキュラムを考慮して，「江
戸時代」に関連するコンテンツを使用すること
とし，浮世絵に描かれた世界をひもといた番組
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画像 1　枠線一斉表示（「極暑あそび」（三代豊国））

画像 2　授業者が選択した児童の枠線表示（「極暑あそび」（三代豊国））

『浮世絵EDO-LIFE』を教材とすること
になった。番組視聴と，番組で使用され
ている高精細な浮世絵画像の鑑賞を組み
合わせることで，学習者主体の授業が展
開できると判断した結果である。

今回の授業では，『浮世絵EDO-LIFE』
の「男たちのボートレース 北寿“下総銚
子浦鰹釣舟之図 ”」5）と「江戸のマーメイ
ド出現!? 三代豊国“極暑あそび ”」6）の 
2本の番組と，浮世絵の高精細画像とし
て「冨嶽三十六景 神奈川沖浪裏 」（北
斎），「下総銚子浦鰹釣舟之図」（北寿），

「極暑あそび」（三代豊国）の3点が利用
された。

8Kの浮世絵画像の鑑賞には，NHK
放送技術研究所が開発した「8Kズーム
視聴技術」と「視聴領域共有システム」
を使用した 7）。
① 授業者は，複数の浮世絵の高精細画

像の中から授業の進行に合わせて画像を選
択，8Kモニターに提示する画像の選択・切
り替えを行うと児童のタブレットも一斉に同
じ画像に切り替わる。

② 児童は，各自のタブレット端末で浮世絵の中
のそれぞれが興味を持った部分を，解像度
を落とさずに400%まで拡大。スワイプしな
がら自由に視点を切り替えて鑑賞できる。

③ 授業者は，各児童が選択している領域を示
す枠を8Kモニターに表示し，児童がお互い
の体験を共有することができる。なお授業
者は，児童全員（今回は26名）の枠線を一
斉表示することで，各児童が興味を持った
部分の集中やばらつきなどを知ることが可能
となる（画像1）。

④ また，個々の枠線にはあらかじめ設定した児

童の名前（今回は出席番号）も表示され，授
業者は選択した児童の枠線だけをモニター
に表示したり拡大したりすることで，その児
童の発言につなげることができる（画像2）。

〈授業の様子〉

授業は，NHKで用意した「8K大型モニター
（70インチ，タッチパネルつき）」「Wi-Fiルー
ター」「8K画像出力用パソコン」「8K番組の再
生機」などと，学校所有の児童のタブレット端
末（iPad）を利用して行われた。45分間の授業
の流れは下記のとおりである。
①江戸時代の様子の確認

教科書の江戸時代の日本橋の様子を描いた
絵巻「熈

き

代
だい

勝覧」の写真（8Kではない）を授
業者がデジタル化したものから，時代背景を
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確認する。
②「めあて」の確認

授業の「めあて」として「浮世絵を見てわかる
ことから，江戸時代に生まれた文化の特徴
を考えよう」を確認する。

③1枚目の8K画像提示
神奈川県ゆかりの「冨嶽三十六景 神奈川沖
浪裏」を提示，浮世絵への興味づけを行う。

④2枚目の8K画像提示
「下総銚子浦鰹釣舟之図」を提示。児童は自
分の端末で自由に拡大し，釣り舟や釣り人の
様子などからわかることを読み取る。

⑤気づきの発表1
児童は自分が気になった箇所について「なぜ
気になったか」を発表する。授業者はその部
分を拡大してクラス全体で体験を共有する。

⑥番組（8K）の提示１
「下総銚子浦鰹釣舟之図」を解説した番組
（8K）を視聴し，この浮世絵が何を表してい
るものだったかを確認する。

⑦3枚目の8K画像提示
「極暑あそび」を提示，④と同様の活動を行う。

⑧気づきの発表 2
⑤と同様に気づいたことを発表。

⑨番組（8K）の提示2
「極暑あそび」を解説した番組（8K）を視聴
し，浮世絵の内容を確認する。

⑩まとめ
浮世絵が生まれた理由を考え，次回の授業
への見通しを持つ。

〈児童の反応と授業者の感想〉

授業後に仏向小学校が実施したアンケートで
は，「いつものテレビの映像に比べて発見は多
くできましたか」という質問に対して，26名中

17名の児童が「いつもより多く発見できた」と
回答した 8）。また，授業後の児童のヒアリング
や感想文には次のような意見が寄せられた。

【画像のきれいさ，わかりやすさ】
• いつもよりきれいに見れて，拡大や枠があり，

とてもわかりやすかったです！
【細部の閲覧による気づき】
• 仲がよさそうとか，笑っている（映像）がたく

さんあった。江戸は，戦いがたくさんあった
時代とは真逆。

【視点の共有による活動の変化】
• 自分の考えを発表するときに，自分の着目し

ている箇所を指定できるので，いつもより発
表しやすかった。

また，授業を行った教師は以下のように述
べている。

【学習のねらいの達成】
• 細部まではっきり見えることで疑問が生まれ，

授業そのものへの関心につながった。
【普段の画像を見せて考えさせる授業との違い】
• 8Kを用いることで，細部まで言及する児童が

多く，細部を読み解いて，ほかの情報と関連
づけて考える姿がみられた。

【高精細コンテンツの課題】
• 自由度が高い一方，児童の意見が拡散してし

まうため，授業者によるナビゲートが重要。

また，実証授業から数日後の授業で歌舞伎
の話をしたときに，「児童たちが自主的に教科
書の歌舞伎役者の表情から，「これは，どの
ような場面か」を読み取り始めた。8Kコンテン
ツを使った実証授業によって多様な視点，観
察力そのものを育むことができたのではない
か」と，効果の継続についても語っている。
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〈今後の可能性〉

実証授業を監修した，小学校教員の経験も
ある放送大学の佐藤幸江客員教授は，以下の
4点を指摘している。

【高精細画像＋タブレット端末】
• 細部の画像を見ることで，根拠を持って話し

合いができていた。
• １人１台の端末で拡大・縮小ができるので，

資料を焦点化して見られることがよかった。
【高精細画像＋視聴領域共有システム】
• 授業者は，子どもたちが着目している箇所を

把握できたため，「皆こういうところを見てい
るね。でもこんなところを見ている友達もいる
よ」という示唆をすることができた。

• 子どもたち自身にとっても，自分の着目してい
る箇所と，ほかの友達の見方・考え方がどう
違うのかを理解できるよい機能だと思った。

以下は実証授業を見学した筆者の私見であ
るが，今回の授業では，8Kの高精細映像と視
聴領域共有システムを組み合わせたことで，こ
れまで指摘されてきた，視聴後の指導や，発
達と育ちへの配慮が一定程度解決したと考えら
れ，可能性を感じた。

タブレット端末で読んだ文章をハイライト機
能で共有するソーシャルリーディングや，学習者
用のデジタル教科書のマーカー機能の共有に関
する研究 9）が進められているが，今後，視聴領
域の共有に関する研究はますます必要と考えら
れる。その際に映像を拡大して読み解くことが
できる高精細画像は必須であろう。

8Kの高精細映像を教室で見られる環境は
現在の教室にはないが，「GIGAスクール構想」
で児童生徒に１人１台の端末が整備されたこと
で，児童生徒が主体となりコンテンツを自由に

閲覧し，お互いに共有する授業はこれから増え
ていくと考えられる。学習者主体がさらに進む
と考えられる学校教育の場で，高精細な映像と
その表現力を生かすにはどうすればよいか，今
後も調査研究を続けていきたい。

（うじはし ゆうじ）

注：
 1） 例えば国立がん研究センターによる「8Kスーパー

ハイビジョン技術を医療応用する国家プロジェク
ト」などがある。
https://www.ncc.go.jp/jp/information/pr_
release/2020/0203/index.html

 2）	防災分野での8Kの可能性については，下記参照
のこと。
・山口勝「調査研究ノート 8Kスーパーハイビ

ジョンの防災活用の可能性」『放送研究と調
査』2017年1月号，pp88-93

・山口勝「調査研究ノート 8K×AI 新たな防
災報道に向けて」『放送研究と調査』2019年9
月号，pp68-73

 3） 調査結果の詳細は下記参照のこと。
・飯森彬彦，河野謙輔，小平さち子「ハイビ

ジョンの教育分野における活用～第1回ハイ
ビジョンの教育効果調査から～」『放送研究
と調査』1991年10月号，pp14-27

・飯森彬彦，無藤隆，冷水啓子「学校教育番組
におけるハイビジョンの活用」『放送研究と
調査』1993年6月号，pp28-39

 4） 調査結果の詳細は下記参照のこと。
・宇治橋祐之「放送研究リポート 超高精細映

像の教育利用の可能性」『放送研究と調査』
2017年8月号，pp90-91

 5） 2020.9.13 19:50 ～ 19:55，BS8Kで放送
 6） 2020.9.5 19:50 ～ 19:55，BS8Kで放送
 7） 「8Kズーム視聴技術」は8Kの「動画」をズームし

て視聴できる技術であるが，今回は静止画での
ズームと，関連技術である「視聴領域共有システ
ム」を利用した。詳細は下記参照のこと。
・森翔平，西村敏「8Kコンテンツの教育活用

に向けた教師-生徒間における視聴領域共
有システムの開発」『映像情報メディア学会
2022年冬季大会予稿集』21B04

 8） 「まぁまぁ発見できた」は7名，「いつもの映像と
比べて変わらない」と「いつもより発見しにくかっ
た」は0名，無回答は2名であった。

 9） 中橋雄，中川一史，佐藤幸江，青山由紀「国語
科学習者用デジタル教科書のマーカー機能と授
業支援システムの画像転送機能を活用して言葉を
検討させる授業における指導方略」『日本教育工
学会論文 誌 』（2017年）40巻Suppl.号，pp105-
108


